
 学校教育目標 「学びを広げ 自ら問い 高めあう」 

洋野町立種市中学校 

令和８年度 校報 第８号 

令和 8 年７月 21（火） 

文責 馬場美輝彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（木）に第 24 回久
慈地区合唱交流会が行われ、本
校 3 年生が参加し、Official 髭
男 dism の楽曲「宿命」を発表
ました。 
 講評の岩手県立大野高校勝部
健作先生から「女声は透き通る
ような声できれいでした。男声
も柔らかい感じが良いです。
POPS なので、アーティストに
なりきって、ビートを感じて歌
えるとさらに楽しめると思いま
す。中学校最後の合唱を楽しん
でください。」とお褒めの言葉と
アドバイスをいただきました。 

１年生は、７月３日（金）３校時に洋野町水産
商工課係長蔵谷幸輔氏を講師として「洋野町のよ
さ 特産品のウニができるまで」と題して講演会
を行いました。7 月下旬に行われる漁業体験『塩
ウニづくり』のオリエンテーションとして、増殖
溝の成り立ちや東日本大震災からの復興の話など
『ウニ』にかかわる様々なことを教えていただき
ました。講演会の最後に山田健人さんが「洋野町
のウニは、栽培漁業協会をはじめ、多くの人たち
の努力や支えによって成り立っていることを実感
しました。漁業体験を通して、さらに理解を深め
ていきます。」と感想発表とお礼をしました。 

３年生は７月３日（金）の５・６校時に、生徒

と保護者を対象に高校説明会を行いました。今年

度は、八戸北高校、八戸東高校、種市高校、久慈

翔北高校、久慈高校、八戸工業高校の６校の先生

方に、それぞれの学校の特色等を説明していただ

きました。３年生からはいくつか質問が出るなど

今後の進路のこと等を考える時間となりました。 

７月 16 日（木）の放課後に、９月２９日（水）

から行われる修学旅行に関わって、保護者に対し

ての説明会を行いました。今年度も昨年度と同様

東京方面に 2 泊 3 日で計画しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興教育講演会
７月 13 日（月）５・６校時に岩手県教

育委員会「岩手の復興教育」サポーターの

加藤孔子氏（元釜石小学校校長）を講師と

して、全校生徒を対象に講演会を行いまし

た。震災当時勤めていた釜石小学校のこと

や釜石市の被災の様子など自ら体験した

ことを交えて話をしていただきました。 

講演の最後に「災害時の避難方法や場所

を家族で話し合い、必ず家族と約束をして

おくこと」と教えていただきました。 
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７月５日（日）に、第 64 回岩手県吹奏楽コンク

ール県北地区大会が、二戸市民文化会館で行われ

ました。今年度吹奏楽部は３年生８名、２年生４

名、１年生７名の合計 19 名で、中学生小編成の

部に出演しました。種市中吹奏楽部は 6 団体中

4 番目の発表で、広瀬勇人作曲「北の鳥たち」を

演奏しました。審査の結果『金賞』を受賞しまし

た。   ↓本番は撮影禁止のため、演奏後の集合写真です。 

 

2 年生は、７月８日（水）～9 日（木）に盛岡市

において宿泊研修を行いました。1 日目は市内の自

主研修、夕食ではわんこそば体験をしました。2 日

目は岩手県庁の見学と岩手大学学校安全学研究開

発センターの本山敬祐准教授を講師として、「語り・

継ぎ」トランプを使って防災、発災、復旧、復興の

過程で自分は何ができるのかを考える防災学習を

行いました。 


